




































よりSTRのDA受容体が阻害されることによって体性運動が低下し，その結果. rebound hyperphagia 
の増強が抑制されたと考えられた。またD兄によりストレスと深く関与しているPFCのDA代謝の冗進が




1日2時間制限給餌を 1週間行ったラットを自由摂餌に戻すと， rebound hyperphagiaが起るが，そ
の後閉所ストレスを与えると， rebound hyperphagiaがより増強する。このラットを過食のモデルとし
2:)9 
て周い，閉所ストレスによるreboundhyperphag'iaの増強と線条体腹外側部〈以下STR)あるいは前頭
前野(以下PFC)のドパミン(以下DA)代謝におよぽす坑精神病薬halopcridol(以下HaDと抗不安薬
diazepam (以下DZ)の影響についてマイクロダイアリシス法により検討した。
HalのO.4mg/kgをラヅトの腹腔内に注射すると.ラットの摂聞量は抑制され，時間制限給餌後に加え
られた閉所ストレスによるrcboundhypcrphagiaの増強も抑制されたが， STRにおけるDA代謝は有意
に冗進した。この結果から閉所ストレスにおけるreboundhyperphagiaの増強がHalによって抑制され
るのは.STRのDA受容体が阻害され.摂飼行動に関与する運動が低下することによると考えられた。
DZの l あるいは3mg/kgをラットの腹腔内に注射すると，絶食後における摂飼量と摂飼行動および~rebü・
und hyperphagia には変化がみられなかったが，閉所ストレスによるreboundhyperphagiaの増強は抑
制された。この増強時にPFCのDAf-t謝は克進したが，この冗進はDZにより抑制された。これらの結果
は， DZにより閉所ストレスが緩和され， PFCにおけるDA代謝の冗進が抑制され，その結果rebuund
hyperphagiaの増強が抑制されたと推測される。
本研究は.最近急速に増加している度食障害のなかで.過食症における病態生理の解明に一定の寄与を
なすものと考えられる。従って，著者は博土〈医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
一明れー
